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研究成果の概要（和文）： 本研究は、アンデス文明形成初期の社会統合と社会複雑化に重要な役割を果たした
神殿における資源利用という視点から社会変容のプロセスを解明することを目的とした。このため、ペルー北部
山地のクントゥル・ワシ遺跡で発掘調査をおこない、出土した物質資料の考古学的分析と自然科学的手法による
分析を行った。
　この研究によって、クントゥル・ワシでは、形成期中期から遠隔地資源を含む物資の交流があり、形成期後期
になると動物資源を含むさらに多様な資源を活用した神殿活動があったことが確認された。また、神殿の建造物
が集中する区域の周辺に位置する下方テラスにおける祭祀活動を支える資源利用の様態と変化が明らかとなっ
た。　

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to elucidate the specific processes of social 
complexity from the perspective of resource use in temples, which played a central role in social 
integration and social changes in the early Andean civilization. For this purpose, excavations were 
conducted at the Kuntur Wasi site in the northern highlands of Peru, and archaeological and natural 
scientific analysis of the excavated materials was conducted.
　This research has revealed that at Kuntur Wasi there was an interregional interactions of 
resources and goods, including those from long-distance areas, from the middle of the Formative 
Period, and that in the late Formative Period there was temple activity that utilized a variety of 
resources from much wider areas, including animal resources. It was also found that there was 
resource utilization to support ritual activities on the lower terraces around the area where temple
 structures were concentrated.　
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、アンデス文明形成期の神殿を事例として、文明初期に祭祀活動が社会発展に果たした役割を、神殿
で利用された資源とその流通、活用という視点から明らかにしたものである。データ収集のためにペルー北部山
地のクントゥル・ワシ神殿遺跡で発掘調査をおこない、その出土資料を多様な方法で分析することによって上記
の視点による社会変容過程を実証的に明らかにした。また、アンデスに限らず広く人類史における文明初期の社
会過程の解明という一般的課題において、祭祀と資源利用を視座とする研究方法の有効性を示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 アンデス文明初期にあたる形成期（紀元前 3000年頃～紀元前後）において、公共祭祀建造物
（神殿）は、社会統合の核であり、同時に社会複雑化の進展に重要な役割を果たした。一方で、
形成期における神殿の変容と社会複雑化の具体的な関係については、さまざまな理論的枠組み
や視点、分析方法が導入されながら現在も議論が進行している。とりわけ、近年では考古資料の
分析にさまざまな自然科学的方法が用いられ、これによって実証的なデータを加えた議論が活
発化している。これまで、研究代表者を含む発掘調査によってデータの蓄積が厚いクントゥル・
ワシ神殿遺跡においても、新たな一次資料を収集しながら、従来の考古学的分析だけではなく自
然科学的分析方法を加えて議論することが必要となってきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、アンデス文明初期の社会過程に焦点をあて、「神殿と資源」という新たな分
析視座によって文明形成初期における社会複雑化の具体的なプロセスを解明することである。
その際、神殿遺跡の発掘で得られる考古資料を、建設活動、儀礼、祭祀品加工等に利用された「資
源」の視点からとらえ、その供給、交流のネットワーク、消費、リーダーによるコントロールの
様態等とその時期的変化を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 一次資料収集のため、ペルー北部山地に位置し、アンデス文明形成期中期から後期にかけて神
殿として機能したクントゥル・ワシ遺跡で発掘調査を実施した。その際、とくに、神殿建造物が
集中する大基壇の周辺部分にあたる下方テラス（第 3テラス、第 4テラス：写真１）において、
神殿の祭祀活動に関連する資源利用の様態とその変化について考古学的分析をおこなった。 
 さらに、動物資源、とくに家畜化されたラクダ科動物飼育のための食糧資源と生育地を推定す
るための同位体比分析、祭祀土器の製作に使用された資源である顔料の蛍光 X 線分析をおこな
った。 
 
４．研究成果 
(1)クントゥル・ワシ遺跡下方テラス発掘調査の成果 
 2019 年に、クントゥル・ワシ遺跡第４テラスの発掘調査を実施した（写真１）。発掘では、第
２時期目のクントゥル・ワシ期（形成期後期前半）と３時期目のコパ期（形成期後期後半）の遺
構が検出されたことから、形成期後期には遺跡の広い範囲で神殿関連活動がおこなわれていた
ことがわかった。とりわけコパ期では、部屋状構造を中心に 3つのサブフェイズの建築の重なり
が確認された。また、同時期の複数の墓も検出された。それらの墓のひとつ、2019KW-TM1（写真
２）には、２人の被葬者に３点の祭祀土器が副葬品としておさめられていた。また、特筆すべき
こととして、コパ期の層から黒曜石の薄片が数点検出された。これまでの祭祀建造物が集中する
大基壇上では、同じ時期の黒曜石は非常に少なかったため、第３テラスで遠隔地資源の黒曜石を
用いた加工が行われていたことは重要な新知見である。 
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さらに 2022 年には、第 4 テラスの一段上に位置する第３テラスにトレンチを設定して発掘調
査をおこなった。このトレンチでは当初の予想に反して、クントゥル・ワシ神殿の最初の時期で

写真１ クントゥル・ワシ遺跡の大基壇と

第 3テラス、第 4テラス ©クントゥル・

ワシ調査団 

写真２ 2019KW-TM1の出土状況（第 4

テラス）©クントゥル・ワシ調査団 



あるイドロ期（形成期中期後半）に属する保存状態の良好な部屋状構造の遺構が複数検出された
（写真３）。さらに、ソーダライトと珪孔雀石製のビーズ玉を副葬品として伴う同時期の墓
（2022KW-TM2）も出土した（写真４）。これまで同遺跡の調査では、ソーダライトも珪孔雀石も
第 2時期目のクントゥル・ワシ期の層から出土する資源と考えられてきたが、この発掘調査によ
って、貴重資源の流通と活用が、形成期中期のイドロ期にまでさかのぼることが明らかになった
ことは重要な成果といえる。とくにソーダライトは、現在のボリビアで採取したものであると考
えられることから、この遠隔地資源が形成期中期の神殿最初期から利用されていたことを示す
重要な発見となった。 
 

 
(2)動物骨および人骨の同位体比分析の成果 
 動物資源（ラクダ科動物）利用のあり方を解明するため、クントゥル・ワシ遺跡出土の動物骨
サンプルをペルー文化省の許可を得て輸出し、研究協力者（国立科学博物館・瀧上舞）によって
２種類の同位体比分析が行われた。炭素・窒素同位体比測定による食性推定と、ストロンチウム
同位体比測定による飼育地推定である。この結果、クントゥル・ワシでは、C4 植物（トウモロコ
シなど）を利用したラクダ科動物の飼育が形成期後期最初から導入されていたことが推定され
た。当初、イドロ期のラクダ科動物骨と推定されていた骨は放射性炭素年代測定の結果でクント
ゥル・ワシ期に属することが明らかとなり、形成期中期のイドロ期には高地高原から連れてこら
れた個体も在地で飼育された個体も存在していないことが明らかとなった。形成期後期からの
飼育地に関しては、遺跡周辺での飼育が示唆され、さらに、時期によって異なる傾向であった可
能性が示された。また、埋葬された人骨についても出身地推定のためのストロンチウム同位体比
分析を開始した。 
 また、遺跡から出土したオマキザルについても同様の同位体比分析をおこなった。その結果、
現世の野生個体と比べ、C4 植物資源の摂取が多いことが確認された。また、出身地としては、
想定していたアンデス東斜面ではなく、海岸地域から連れてこられた可能性もあることが示唆
された。 
 
(3)下方テラス被葬者人骨の形質的分析の成果 
 上述のように、第３テラス、第４テラスからは、形成期中期から後期の墓が発見された。クン
トゥル・ワシ遺跡では、これまでの大基壇上の祭祀建造物の集中する区域でも多数の墓が発見さ
れており、被葬者の性別や年齢、副葬品の内容や量との関係を分析することは、神殿での活動の
あり方を解明する上で重要な基礎資料となる。このため、研究協力者（青森公立大学・長岡朋人）
によって、被葬者人骨の鑑定が行われた。 
 第４テラスの被葬者人骨（8個体）はすべて第３時期目のコパ期に属するが、このうち４個体
が未成人もしくは３才程度未満であった。また、第３テラスではこれまでほとんど見つかってい
なかった第１時期目のイドロ期の墓が発見されたが、その被葬者は女性と男性 1 個体ずつであ
ったことがわかった。 
 
(4)土器顔料の分析成果 
 クントゥル・ワシでは、全時期を通じて大量の祭祀土器が出土しており、時期的な変化を探る
重要な資料となる。本課題では、土器製作のための資源として使用された顔料の分析を研究協力
者（Isabelle Druc、ウィスコンシン大学マジソン校）とともに行った。分析方法としては、土
器表面に塗布されている顔料の構成元素をみるため蛍光 X線による分析方法（XRF）を用いた。
分析の結果、土器顔料としては主に遺跡周辺でも採取が可能な酸化鉄が主要な資源であったが、
1点のみ、遠隔地資源であるアズライト（銅の二次鉱物）と辰砂（硫化水銀）が使用されていた
ことがわかった。前者は同時期の主要な祭祀センターであるペルー北部山地のパコパンパ遺跡、
後者はペルー中部山地のワンカベリカとの交流が示唆される（Druc, Gonzales & Inokuchi 2020）。 

写真３ イドロ期の部屋状構造物（第 3

テラス）©クントゥル・ワシ調査団 

写真４ 2022KW-TM2 の出土状況（第 3

テラス）©クントゥル・ワシ調査団 



 
(5)成果のまとめ 
 (1)～(4)の成果に加え、遺構・遺物の考古学的分析から得られた重要な成果、新しい知見は以
下のようにまとめることができる。 
 
①これまで、クントゥル・ワシの最初の神殿建設が行われたイドロ期には、丘の頂上部のみに祭
祀建造物がつくられたと考えられてきたが、本課題の調査によって、下方の第 3 テラスに石器
（加工道具）が多く出土する小部屋が検出されたことから、最初期から神殿を支える活動が広い
領域で行われていたことがわかった。また、同時期の墓の副葬品には遠隔地の資源を素材とした
装飾品が認められたことから、広範にわたる地域間交流が、これまで考えられてきたよりも古く
形成期中期のイドロ期に開始されていたことが明らかとなった。また、遠隔地資源のうちソーダ
ライトについては、クントゥル・ワシ遺跡から 1.3 キロほど北東に位置するセロ・ブランコで過
去に発見された墓の副葬品にもあることから、形成期中期における最初のクントゥル・ワシ神殿
の建設が、セロ・ブランコ神殿の存在と大いに関係しているとの示唆が得られた。これらの知見
は、単にクントゥル・ワシ神殿だけの現象ではなく、形成期中期における中央アンデス地帯の地
域間交流の様態を解明する上で重要な知見となる。 
 
②形成期後期におけるクントゥル・ワシでは、祭祀建造物の刷新（クントゥル・ワシ期）、そし
て、建造物や床の改修、儀礼活動や祭祀品加工など多様な協働行為の活発化（コパ期）があった
ことが過去の調査でも明らかとなっていたが、本課題による発掘調査によって、下方テラスでも
広い範囲で多様な神殿関連活動があったことがわかった。形成期後期の遺構が検出された第 4テ
ラスでは、儀礼の痕跡も複数箇所で見つかっており、この時期には必ずしも祭祀空間と非祭祀空
間とが明確に分かれていたわけではないという見通しも得られた。また、資源利用という観点か
らは、動物利用や土器製作のための原材料調達という点で、形成期後期には海岸地方や遠隔地を
含む、より広い領域の資源が利用されていたことが確認された。 
 
③植物の栽培化と動物の飼育化という生業に関連する重要な資源利用については、人骨と動物
骨の同位体比分析で、形成期後期に大きな進展があったことが明らかになった。今後は、ストロ
ンチウム同位体比分析をさらに進めていくことによって、動物の飼育地だけではなく、人の出身
地についても解明していくことが必要となる。これは、神殿を拠点とした人の移動や地域間交流
のあり方を探る上で重要な課題のひとつである。 
 
④アンデス文明初期における神殿は、単なる祭祀／記念碑的建造物ということにとどまらず、そ
こで人が協働して建造物をつくり、儀礼や埋葬をおこない、また祭祀品加工をはじめとする協働
労働をおこなっており、それが動因となって社会組織の複雑化や技術の洗練がもたらされた。資
源とその採取、生産、流通、活用という過程を分析することで、文明初期における人の行為と社
会複雑化の具体的な様相を明らかすることができ、この視点と方法は中央アンデス地帯に限ら
ず、様々な地域の文明初期研究においても有効であるとの見通しが得られた（井口 2022；
Inokuchi 2023）。 
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